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第 1 章

LCD コンソールの操作

起動処理中、Sun Cobalt™ コントロールステーション本体の前面にある LCD パネルには、起動処理の進行状況を示

すステータス情報が表示されます。 

また、Sun Cobalt コントロールステーションの設定時には、LCD コンソールからネットワーク情報を入力します。 

Sun Cobalt コントロールステーションが起動してからは、次の場合に LCD コンソールを使います。 

• コントロールステーションの移動やネットワークの変更などの理由により、ネットワーク情報を修正するとき。

• UPS（無停電電源装置）を設定するとき。

• Sun Cobalt コントロールステーションサーバ全体を再起動したいとき。

• コントロールステーションサーバの電源を切断したいとき。シャットダウン処理を行うと、Sun Cobalt コントロー

ルステーションは開いているファイルをすべて閉じます。それにより、次回の起動に必要な時間を短縮できます。 

• LCD コンソールを終了するとき。何の変更も加えないで LCD コンソールの操作を終了できます。 

図 1 に、LCD コンソールを示します。 

図 1   LCD コンソール 

☞ 重要：　Sun Cobalt コントロールステーションの電源を切るときは、「電源切断」（p.1-6）の手

順で、正しいシャットダウン操作を行ってください。 

LCD パネル LCD 矢印ボタン
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矢印ボタンの機能は次のとおりです。 

左矢印ボタンを押すと、カーソルが左に移動します。 

右矢印ボタンを押すと、カーソルが右に移動します。 

上矢印ボタンを押すと、カーソル位置の数値が増加します。 

下矢印ボタンを押すと、カーソル位置の数値が減少します。 

選択ボタンを押すと、次のメニューオプションが表示されます。 

実行ボタンを押すと、入力した情報または表示されているオプションが確定されます。 

LCD 機能へのアクセス
LCD コンソールの機能にアクセスするには、LCD コンソールにある （選択）ボタンを約２秒間押し続けます。

それにより、LCD パネルがファンクションモードに入ります。使いたい機能が LCD パネルに表示されるまで 
ボタンを数回押します。ファンクションモードを終了するには、［EXIT］と表示されたときに （実行）ボタンを

押し、［YES］を選びます。 
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ネットワーク設定の変更
ネットワーク1インターフェイスにおけるIPアドレスのリセットやネットワーク情報の変更は、次の手順で行います。 

1. LCD コンソールの  ボタンを約２秒間押し続けます。 

LCD パネルに次のように表示されます。 

SELECT: 
SETUP NETWORK 

2.  ボタンを押します。 

3. 矢印ボタンを使って IP アドレスを入力します。カーソルを左右に動かすには左右の矢印ボタンを、カーソル位置

の数字を増減させるには上下の矢印ボタンを使います。 

4.  ボタンを押します。 

5. 矢印ボタンを使ってネットマスクを入力します。 

6.  ボタンを押します。 

7. 矢印ボタンを使ってゲートウェイを入力します。 

8.  ボタンを押します。 

9. 左右の矢印ボタンを使って、「[S]ave」と「[C]ancel」を切り替えます。 

10.  ボタンを押します。 

「[S]ave」オプションを選択すると、Sun Cobalt コントロールステーションは新しいネットワーク情報を保存し、LCD
パネルの表示内容を更新します。「[C]ancel」を選択すると、ステップ 1 に戻ります。  

✍ ご参考：　サーバデスクトップ UI からも Sun Cobalt コントロールステーションのネットワー

ク情報を変更できます。詳細については、「管理者マニュアル」PDF ファイルの「TCP/IP」を

ご参照ください。 

サーバデスクトップ UI からコントロールステーションのネットワーク IP アドレスを変更する

場合、コントロールステーションは、［Save Changes］ボタンがクリックされた段階で、新し

いネットワーク情報を保存し、LCD パネルの表示内容を更新します。 
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UPS（無停電電源装置）の設定 
Sun Cobalt コントロールステーションの UPS 設定には、マスターあるいはスレーブとして設定する２通りの方法が

あります。 

マスターは、シリアルポートを介して UPS と直接通信します。スレーブは、マスター（Sun Cobalt コントロールス

テーションではなく）と通信して電源装置の状態を確認します。  

Sun Cobalt コントロールステーションをマスターとして設定すると、Sun Cobalt コントロールステーションの設定は

自動的に行われます。 まず、シリアルポートを使って UPS を Sun Cobalt コントロールステーションに接続します。シ

リアルポートの位置については、図 2 をご参照ください。

Sun Cobalt コントロールステーションをスレーブとして設定すると、LCD パネルにマスターとして設定するマシン

の IP アドレスを指定するためのプロンプトが表示されます。 

図 2   UPS 接続用のシリアルポート 

Sun Cobalt コントロールステーションに UPS を設定するには、まず UPS 装置と Sun Cobalt コントロールステーショ

ンを接続してから、LCD パネルを使って Sun Cobalt コントロールステーションを設定します。（接続の詳細について

は、UPS のマニュアルをご参照ください。） 

1. UPS をコンセントに差し込みます。 

2. UPS の電源を入れます。 

3. Sun Cobalt コントロールステーションサーバの電源コードを UPS の電源ソケットに差し込みます。 

4. UPS のシリアルケーブルを UPS 装置およびマスターSun Cobalt コントロールステーションのシリアルポートに

接続します。図 2 をご参照ください。  

✍ ご参考：　Sun Cobalt コントロールステーションサーバは、他のマシンのマスターとしては使

用できません。任意のマシンにスレーブアクセスを許可すると、セキュリティに問題が生じ

ます。 

マスターとスレーブの相違点は、Sun Cobalt コントロールステーションが UPS に直接接続さ

れているか（マスター）、UPS に接続されている別のマシンにアクセスするか（スレーブ）です。 

Sun Cobalt コントロールステーションをスレーブとして設定する場合は、Sun Cobalt コント

ロールステーションの IP アドレスにスレーブアクセスできる UPS マスターをネットワーク上

に別に設定する必要があります。 

☞ 重要：　UPS 装置に付属のシリアルケーブルをお使いください。

UPS 接続用のシリアルポート
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5. LCD コンソールの  ボタンを約２秒間押し続けます。 

LCD パネルに次のように表示されます。 

SELECT: 
SETUP NETWORK 

6. LCD パネルに「Configure UPS」と表示されるまで、  ボタンを数回押します。

SELECT: 
CONFIGURE UPS 

7.  ボタンを押します。 

8. 左右の矢印ボタンを使って「[ ] On」と「[ ] Off」を切り替えます。 
「[ ] On」を選びます。 

9.  ボタンを押します。 

10. 左右の矢印ボタンを使って、「[M]aster」と「[S]lave」を切り替えます。 

11.  ボタンを押します。「[M]aster」を選ぶと、Sun Cobalt コントロールステーションの UPS 設定は自動的に行

われます。 

12.「[S]lave」を選ぶと、LCD パネルにマスターとして設定されているコントロールステーションの IP アドレスを入

力するためのプロンプトが表示されます。 

矢印ボタンを使って IP アドレスを入力します。 カーソルを左右に動かすには左右の矢印ボタンを、カーソル位置

の数字を増減させるには上下の矢印ボタンを使います。 

13.  ボタンを押します。 

LCD パネルがホスト名と IP アドレスの表示に戻ります。LCD パネルには、変更を保存するためのプロンプトは

表示されません。 

UPS 設定の確認

UPS が正しく設定されたことを確認するには、次の操作を行います。 

1. UPS に停電が発生した状態を再現するために、UPS 装置の電源コードをコンセントから抜きます。 

2. UPS が Sun Cobalt コントロールステーションに電力を供給し始めます。各 Sun Cobalt™ サーバの LCD パネルに

次のように表示されます。 

UPS: 
ON BATTERY 

3. UPS の電源コードを再びコンセントに差し込むと、 各 Sun Cobalt サーバの LCD パネルに次のように表示されま

す。 

UPS: 
POWER RESTORED 

数秒すると、LCD パネルにホスト名と IP アドレスが表示されます。 
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再起動
LCD コンソールから Sun Cobalt コントロールステーションを再起動するには、次の操作を行います。 

1. LCD コンソールの  ボタンを約２秒間押し続けます。 

LCD パネルに次のように表示されます。 

SELECT: 
SETUP NETWORK 

2. LCD パネルに［Reboot］と表示されるまで  ボタンを数回押します。 

SELECT: 
REBOOT 

3.  ボタンを押します。 

4. 左右の矢印ボタンを使って「[Y]」または「[N]」を選びます。「[Y]」を選ぶとシステムが再起動します。 

5.  ボタンを押します。 

電源切断 

Sun Cobalt コントロールステーションのシャットダウンは、次の手順で行います。 

1. LCD コンソールの  ボタンを約２秒間押し続けます。 

LCD パネルに次のように表示されます。 

SELECT: 
SETUP NETWORK 

2. LCD パネルに［Power down］と表示されるまで  ボタンを数回押します。 

SELECT: 
POWER DOWN 

3.  ボタンを押します。 

4. 左右の矢印ボタンを使って「[Y]」または「[N]」を選びます。 「[Y]」を選ぶと、システムのシャットダウン処理

が開始されます。 

背面パネルにある「電源オフ OK」ライトが点滅します。LCD パネルに次のように表示されます。 

PLEASE SWITCH 
POWER OFF NOW 

5. 背面パネルにある「電源」スイッチをオフの位置に切り替えます。 

✍ ご参考：　Sun Cobalt コントロールステーションは、サーバデスクトップ UI から再起動する

こともできます。 「管理者マニュアル」PDF ファイルの「Power」をご参照ください。 

!
ご注意：　データの損失を防ぐため、Sun Cobalt コントロールステーションの電源を切断する

前に必ず次の手順でシャットダウン操作を行ってください。  


	表紙
	知的所有権
	部品番号
	第1章：LCDコンソールの操作
	LCD機能へのアクセス
	ネットワーク設定の変更
	UPS（無停電電源装置）の設定
	UPS設定の確認

	再起動
	電源切断

	図一覧
	図1 LCDコンソール
	図2 UPS接続用のシリアルポート


